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1. 調査対象は、明治生命が昭和35年 4 月以降の 3 年間に、高血圧を理由に契約を謝絶した30~68歳




3. 分析方法としては、①生命表方式により死亡指数、 mortality ra tio、死亡率差 extra dea ths per 



















1 ) 年令要因との組合せ:診査時年令を 3 群に分け、他の要因と組合せて観察すると、全般に
いず、れの年令群においても、単独要因でみたと同様の死亡率傾向を示した。



























3. 従来の研究成績を裏付けたほか 4 現時点においては肥満要因が、高血圧の生命予後はもちろん、
脳卒中死亡にも、やせに比較して悪影響を与えるものではないことを立証した。
論文の審査結果の要旨
本論文は、わが国の成人循環器疾患の主体をなす高血圧の生命予後を、生命保険の大量のデータを
用いて追求し、高血圧の死亡率に決定的な影響を与える要因の解明を行い、高血圧者の寿命予測や高
血圧管理対策に貴重な示唆を与えたものである。
現時点においては、肥満要因が高血圧発症者の生命予後や脳卒中死亡に対しでも悪影響を与えるも
のでないことを明らかにした点は重要で、あり、かっ興味深いものである。
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